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一
、
沿
革
と
修
理
内
容

　

有
田
川
町
に
所
在
す
る
白
岩
丹
生
神
社
の
創
始
に

つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
白
岩
山
東

麓
の
白
岩
谷
の
渓
流
に
面
し
て
い
た
社
地
を
明
応
五

年
︵
１
４
９
６
︶
に
現
在
地
へ
遷う

つ

し
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。本
殿
は
一
間
社
春か

す
が
づ
く
り

日
造
と
い
う
形
式
で
、

屋
根
は
檜ひ

わ
だ皮
で
葺
か
れ
て
い
ま
す
。
残
存
す
る
棟む
な
ふ
だ札

の
う
ち
、
明
応
五
年
棟
札
と
永
禄
三
年
︵
１
５
６
０
︶ 

棟
札
が
建
立
年
代
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
、

文
化
財
指
定
時
に
は
本
殿
︵
表
紙
写
真
上
段
︶
の
装

飾
が
桃
山
時
代
に
共
通
の
特
徴
を
持
つ
こ
と
か
ら
永

禄
三
年
建
立
と
推
察
さ
れ
て
い
ま
す
。
建
立
以
来
、

修
理
が
繰
り
返
さ
れ
る
な
か
で
、
明
治
初
年
に
塗
装

の
洗
い
落
と
し
を
行
い
、
拝
殿
建
築
時
の
明
治
四
十

年
に
周
辺
の
岩
壁
を
は
つ
り
、
本
殿
の
位
置
を
後
退

さ
せ
た
際
に
、浜
縁
等
の
修
理
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
昭
和
三
四
年
に
国
庫
補
助
事
業
に
よ
る
解

体
修
理
が
行
わ
れ
、
屋
根
や
小
屋
組
が
当
初
の
姿
に

復
原
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
保
存
修
理
事
業
で
は
、
檜
皮
屋
根
葺ふ

き
か
え替

、

軒
先
や
縁
廻
り
の
木
部
補
修
、
木
部
表
面
に
繁
茂
し

て
い
た
藻そ

う
る
い類
の
清
掃
及
び
背
面
岩
盤
の
は
つ
り
工
事

を
令
和
四
年
度
か
ら
二
ヶ
年
に
わ
た
り
実
施
し
ま
し

た
︵
写
真
１
、２
︶。
藻
類
清
掃
は
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒

薬
を
噴
霧
し
、
ブ
ラ
シ
や
筆
を
用
い
て
、
彩
色
の
痕

跡
の
有
無
を
確
認
し
つ
つ
慎
重
に
清
掃
作
業
を
進
め

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
作
業
を
木
造
建
築
で
試
し
た

事
例
が
な
か
っ
た
た
め
、
本
殿
に
使
用
す
る
薬
剤
の

候
補
を
三
種
類
選
び
、
文
化
財
保
存
科
学
の
専
門
家

に
助
言
を
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

表
面
に
残
存
す
る
顔
料
へ
の
影
響
が
エ
タ
ノ
ー
ル
と

同
程
度
で
、
よ
り
殺
菌
力
の
あ
る
イ
ソ
プ
ロ
パ
ノ
ー

ル
を
選
択
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。
ま
ず
、
所
有

者
の
許
可
を
得
た
上
で
、
本
殿
同
様
に
藻
類
が
繁
茂

す
る
境
内
建
物
で
、
薬
剤
の
希
釈
濃
度
を
変
え
な
が

ら
素
木
部
分
で
の
効
果
を
二
ヵ
月
間
ほ
ど
経
過
観
察

し
ま
し
た
。
ま
た
、
塗
装
部
分
の
経
過
観
察
に
つ
い

て
は
取
替
が
必
要
な
軒
ま
わ
り
の
解
体
材
を
利
用
し

ま
し
た
。
本
殿
の
藻
類
清
掃
作
業
が
完
了
し
現
れ
た

部
材
表
面
は
、
以
前
の
塗
装
掻か

き
落
と
し
の
傷
や
昭

和
修
理
時
の
木
材
の
表
面
の
加
工
も
あ
り
、
彩
色
の

痕
跡
を
見
つ
け
に
く
い
状
態
で
し
た
が
、
断
片
的
に

確
認
が
で
き
た
彩
色
の
痕
跡
に
つ
い
て
は
記
録
を
取

り
ま
し
た
。
工
期
の
後
半
に
お
い
て
は
、
周
囲
に
迫

る
岩
壁
の
う
ち
、
降
雨
時
に
跳
ね
返
り
が
顕
著
な
箇

所
の
は
つ
り
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

二
、
本
殿
の
特
徴
に
つ
い
て

　

明
応
と
永
禄
の
棟
札
の
い
ず
れ
か
ら
も
「
天
王
寺

工
匠
」
と
の
関
わ
り
を
示
す
記
載
が
認
め
ら
れ
ま

す
。
本
殿
に
お
い
て
最
も
特
徴
的
な
の
は
身
舎
正
面

の
意
匠
で
、
頭か
し
ら
ぬ
き貫
を
虹こ
う
り
ょ
う
が
た

梁
形
と
し
、
内う
ち
の
り
な
げ
し

法
長
押
を
枕ま
く
ら

捌さ
ば
きに
納
め
て
、
鴨
居
と
頭
貫
の
間
に
彫
刻
欄
間
を
入

れ
ま
す
︵
写
真
３
︶。
既
往
の
研
究
で
は
、
こ
の
よ

う
な
意
匠
が
大
阪
府
下
で
伝
播
し
て
い
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
天
王
寺
工
匠
が
関
わ
っ
た
社
殿
の
様
式

が
、
四
天
王
寺
流
と
い
う
寺
社
設
計
の
流
派
の
基
盤

と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
室
町
時
代
後
期
に
南
大
阪
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写真 1　 白岩丹生神社本殿全景 ( 修理前 )

写真２　 本殿の藻類清掃作業状況 ( 背面東側 )
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や
和
歌
山
で
成
立
し
て
い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
身

舎
正
面
の
意
匠
が
類
似
す
る
社
殿
と
し
て
和
歌
山
県

指
定
の
東
田
中
神
社
境
内
社
旧
竹
房
神
社
本
殿
︵
以

下
、
旧
竹
房
神
社
本
殿
、
紀
の
川
市
、
写
真
４
︶
や

重
要
文
化
財
の
加
太
春
日
神
社
本
殿
︵
和
歌
山
市
︶

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

三
、
旧
竹
房
神
社
本
殿
お
よ
び

　
　
　
　
積
川
神
社
本
殿
と
の
比
較

　

旧
竹
房
神
社
本
殿
は
、
一
間
社
隅す
み
ぎ木
入
春
日
造
の

社
殿
で
室
町
時
代
末
期
か
ら
桃
山
時
代
に
建
立
さ
れ

ま
し
た
。
白
岩
丹
生
神
社
本
殿
の
修
理
事
業
と
並
行

し
て
屋
根
葺
替
・
塗
装
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
ら
に
関
す
る
文
献
を
探
し
た
と
こ
ろ
、
戦

前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
活
躍
し
た
天あ

ま
ぬ
ま沼
俊
一
博
士

が
、
両
社
殿
の
彫
刻
欄
間
に
つ
い
て
現
地
調
査
し
た

こ
と
を
記
し
た
紀
行
文
に
辿
り
着
き
ま
し
た
。
天
沼

博
士
は
、
和
歌
山
に
お
い
て
も
多
数
の
建
築
を
調
査

し
て
お
り
、
白
岩
丹
生
神
社
本
殿
と
旧
竹
房
神
社
本

殿
（
写
真
４

－

２
、９
を
参
照
）
の
彫
刻
欄
間
に
つ

い
て
、
菊
唐
草
の
透す

か
し
ぼ
り彫

を
配
し
て
い
る
共
通
点
に
着

目
し
、「
此
等
二
種
の
菊
の
透
彫
を
比
べ
て
み
て
も

判
る
様
に
、
太
い
茎
が
前
後
に
重
な
り
あ
っ
て
刻
ん

で
あ
る
。
即
桃
山
へ
入
っ
て
か
ら
欄
間
が
急
に
厚
く

な
っ
た
の
で
は
な
く
、
室
町
か
ら
其
傾
向
が
あ
っ
た

こ
と
が
判
る
で
あ
ろ
う
」
と
の
見
解
を
述
べ
て
い
ま

す
。

　

旧
竹
房
神
社
本
殿
の
建
築
に
関
わ
っ
た
大
工
は
明

ら
か
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
白
岩
丹
生
神
社
本
殿

と
並
行
し
て
事
業
を
進
め
る
な
か
で
、
他
の
部
分
で

も
天
王
寺
工
匠
の
作
例
と
共
通
点
を
見
つ
け
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
わ
か
り
や
す
い
白
岩
丹
生
神
社
本

殿
と
の
共
通
要
素
と
し
て
、
背
面
頭
貫
木
鼻
の
形
状

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
︵
写
真
５
︶。
類
例
に
は
、
慶
長

八
年
︵
１
６
０
３
︶
建
立
の
積つ

が
わ川
神
社
本
殿
︵
大
阪

府
岸
和
田
市
︶
が
あ
り
、
輪
郭
と
絵
様
の
渦
の
特
徴

は
細
部
に
差
異
が
あ
る
も
の
の
同
系
統
の
可
能
性
を

示
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
三
社
で
の
意
匠
の
関
連
性
は
、
向
拝
水
引
虹

梁
木
鼻
で
も
み
ら
れ
ま
す
︵
写
真
６
︶。
白
岩
丹
生

神
社
本
殿
の
向
拝
木
鼻
は
、
先
端
を
尖
ら
せ
る
尖せ

ん
と
う頭

型
と
呼
ば
れ
る
種
類
に
区
分
さ
れ
ま
す
。
こ
の
木
鼻

輪
郭
の
曲
線
か
ら
反
転
し
て
渦
を
巻
き
込
む
絵
様
が

発
展
し
た
形
が
、
積
川
神
社
本
殿
の
木
鼻
と
言
え
ま

す
。
ま
た
、
旧
竹
房
神
社
本
殿
に
お
い
て
は
、
丸
彫

り
の
龍
頭
に
発
達
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
身
舎
頭
貫
木
鼻
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ

れ
に
鳥と

り
か
ぶ
と兜

状
木
鼻
の
上
部
に
若
葉
状
突
起
が
付
く
な

ど
の
共
通
点
が
認
め
ら
れ
ま
す
︵
写
真
７
︶。

　

蟇か
え
る
ま
た股

で
も
、彫
刻
主
題
に
つ
な
が
り
を
感
じ
ま
す
。

積
川
神
社
本
殿
の
蟇
股
に
は
、
白
岩
丹
生
神
社
本
殿

と
旧
竹
房
神
社
本
殿
、
両
方
の
要
素
が
含
ま
れ
て
い

竹の節竹の節

彫刻欄間彫刻欄間内法長押：枕捌内法長押：枕捌

虹梁形頭貫虹梁形頭貫

写真３　白岩丹生神社本殿の身舎正面上方

写真４－２　旧竹房神社本殿の身舎正面上方 写真４－１　東田中神社境内社旧竹房神社本殿の全景
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る
の
が
興
味
深
い
点
で
す
。
正
面
蟇
股
の
主
題
に
つ

い
て
は
、
三
社
と
も
尾
長
鳥
・
松
を
配
し
て
い
ま
す

︵
積
川
神
社
は
三
間
社
流な

が
れ
づ
く
り
造
で
当
該
箇
所
は
北
の
間
、

写
真
８
）。
白
岩
丹
生
神
社
本
殿
と
積
川
神
社
本
殿

の
身
舎
正
面
で
は
蟇
股
の
脚
先
や
上
方
の
実さ

ね
ひ
じ
き

肘
木
も

類
似
し
て
い
ま
す
。
旧
竹
房
神
社
本
殿
と
積
川
神
社

本
殿
は
、
木
の
葉
に
筆
や
貝
類
の
主
題
が
共
通
し
て

い
ま
す
︵
写
真
11
︶。

　

こ
れ
ら
の
共
通
点
を
確
認
し
た
上
で
、
改
め
て
天

沼
博
士
が
興
味
を
示
し
た
彫
刻
欄
間
を
比
較
し
ま
し

た
。
白
岩
丹
生
神
社
本
殿
の
彫
刻
欄
間
は
、
竹
の
節

付
透
彫
欄
間
を
嵌は

め
ま
す
。
竹
の
節
間
の
彫
刻
欄
間

は
椿
、
菊
、
犬い

ぬ

枇び

わ杷
を
主
題
と
し
て
い
ま
す
︵
表
紙

写
真
中
段
︶。
旧
竹
房
神
社
本
殿
の
欄
間
の
位
置
に
、

現
在
は
横
板
を
嵌
め
て
い
ま
す
が
、
取
り
外
さ
れ
て

保
管
さ
れ
て
い
た
彫
刻
欄
間
を
確
認
し
ま
し
た
︵
写

真
９
︶。
旧
竹
房
神
社
本
殿
の
彫
刻
欄
間
の
意
匠
は
、

竹
の
節
を
入
れ
ず
に
連
続
さ
せ
、
両
端
部
に
繰く

り
が
た形

表

現
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の
繰
形
と
似
た
表
現
は

積
川
神
社
本
殿
の
脇わ

き

障し
ょ
う
じ子

に
認
め
ら
れ
ま
す
︵
写
真

10
︶。

　

以
上
、白
岩
丹
生
神
社
本
殿
と
旧
竹
房
神
社
本
殿
、

積
川
神
社
本
殿
に
焦
点
を
当
て
比
較
を
行
い
、
そ
れ

ぞ
れ
に
共
通
し
た
特
徴
を
持
つ
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。
こ
の
う
ち
、
旧
竹
房
神
社
本
殿
の
詳
細
な
建
築

年
代
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
旧
竹
房
神
社

本
殿
と
積
川
神
社
本
殿
の
建
立
さ
れ
た
時
代
の
前
後

関
係
に
は
検
討
の
余
地
を
残
し
ま
す
が
、
彫
刻
の
特

徴
か
ら
積
川
神
社
本
殿
を
白
岩
丹
生
神
社
本
殿
と
旧

竹
房
神
社
本
殿
を
結
び
つ
け
る
存
在
と
捉
え
、
彫
刻

の
写
真
は
本
稿
で
は
白
岩
丹
生
神
社
本
殿
、
積
川
神

社
本
殿
、
旧
竹
房
神
社
本
殿
の
順
に
並
べ
て
掲
載
し

ま
し
た
。

四
、
お
わ
り
に

　

今
回
、
白
岩
丹
生
神
社
本
殿
と
旧
竹
房
神
社
本
殿

の
両
方
を
担
当
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
、
天
王
寺
工
匠

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
幾
つ
か
の
共
通
点
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

比
較
対
象
と
し
て
紹
介
し
た
三
社
殿
以
外
に
も
、

同
様
の
特
徴
を
有
す
る
社
殿
が
和
歌
山
県
や
大
阪
府

に
多
数
存
在
し
て
い
ま
す
。
誌
面
の
関
係
で
取
り
上

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
れ
ら
を
含

め
て
、
当
セ
ン
タ
ー
の
紀
要
で
紹
介
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
、
興
味
を
持
っ
た
方
は
、
そ
ち
ら
も

読
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。（

大
給　

友
樹
）
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　旧竹房神社本殿の背面側
頭貫木鼻は、東西で先端部
の形状と絵様渦の巻き方向
が異なる。

　西面の先端部形状の方が
白岩丹生神社本殿、積川神
社本殿の木鼻に類似する。
東面の木鼻については、時
代差などの要因を検討する
必要がある。

写真５　身舎頭貫木鼻の比較

旧竹房神社本殿（身舎西面背面側） 白岩丹生神社本殿（身舎西面背面側）

旧竹房神社本殿（身舎東面背面側） 積川神社本殿（身舎側面）
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写真６　向拝水引虹梁木鼻の比較

                                                                                                   旧竹房神社本殿（身舎背面西側）
写真７　身舎頭貫木鼻（側面）の比較

写真８　身舎正面蟇股の尾長鳥彫刻の比較

                                                                                    積川神社本殿
写真 11 　旧竹房神社本殿と積川神社本殿の「貝類」と「木の葉に筆」

白岩丹生神社本殿 積川神社本殿

旧竹房神社本殿

白岩丹生神社本殿（向拝） 積川神社本殿（向拝） 旧竹房神社本殿（向拝）

白岩丹生神社本殿（身舎側面） 積川神社本殿（身舎背面） 表面（木の葉に筆） 見返し

写真９　旧竹房神社本殿の彫刻欄間（彫刻主題は菊）

写真 10　積川神社本殿 南側脇障子の彫刻欄間
　（表側の彫刻主題は菊） 旧竹房神社本殿の彫刻欄間と天沼博士のスケッチの比較

旧竹房神社本殿（身舎西面：貝類） （身舎南妻：貝類） （身舎北妻：木の葉に筆）
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岩
橋
千
塚
古
墳
群
寺
内
地
区
の

　
　
　
　
　
　
　
　

 　

発
掘
調
査

　

全
国
有
数
の
古
墳
群
と
し
て
知
ら
れ
る
岩
橋
千
塚

古
墳
群
、
そ
の
南
部
に
岩
橋
千
塚
古
墳
群
寺
内
地
区

と
呼
ば
れ
る
古
墳
群
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
寺

内
地
区
の
中
に
は
弥
生
時
代
か
ら
中
世
ま
で
の
集
落

跡
の
相
方
遺
跡
も
所
在
し
ま
す
。
今
回
は
近
畿
農
政

局
か
ら
依
頼
を
受
け
、
岩
橋
千
塚
古
墳
群
寺
内
地
区

の
南
西
端
で
、
相
方
遺
跡
に
隣
接
す
る
部
分
を
発
掘

調
査
し
ま
し
た
（
図
１
）。

　

調
査
は
令
和
５
年
７
月
10
日
か
ら
一
時
中
断
期
間

を
挟
み
つ
つ
11

月
８
日
ま
で
行

い
ま
し
た
。
調

査
地
の
現
状
は

道
路
及
び
用
水

路
と
果
樹
園
で

す
。
調
査
地
は

南
に
あ
る
丘
陵

先
端
部
に
位
置

し
て
い
ま
す
。

発
掘
調
査
の
結

果
、
次
の
よ
う
な

こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
（
図
２
）。

　

ま
ず
、
調
査
地

南
側
丘
陵
の
傾
斜

が
比
較
的
穏
や
か

な
部
分
に
多
数
の

土
坑
や
小
穴
が
掘

り
込
ま
れ
て
い
ま

し
た
（
写
真
１
）。
こ
れ
ら
の
遺
構
か
ら
は
古
墳
時

代
後
期
か
ら
古
代
の
土
器
が
出
土
し
、
こ
の
時
期
に

人
々
が
斜
面
地
を
利
用
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

　

次
に
、
丘
陵
が
小
さ
く
谷
状
に
開
い
た
部
分
に
黒

褐
色
の
シ
ル
ト
質
土
が
堆
積
し
た
、
自
然
地
形
の
落

込
み
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
で
す
。
こ
の
自
然
地
形
の

落
込
み
の
埋
土
は
大
き
く
上
層
と
下
層
に
分
け
る
こ

と
が
で
き
、
下
層
か
ら
は
古
墳
時
代
後
期
か
ら
古
代

の
遺
物
が
、
上
層
か
ら
は
中
世
の
遺
物
が
出
土
し
ま

し
た
。
こ
の
自
然
地
形
の
落
込
み
は
古
代
以
降
に
一

度
下
層
の
部
分
が
埋
ま
り
、
中
世
に
上
層
の
部
分
が

埋
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

最
後
に
、
現
在
は
道
路
と
な
っ
て
い
る
調
査
区
北

側
は
大
き
く
攪
乱
さ
れ
た
状
態
で
し
た
が
、
出
土
し

た
遺
物
や
土
層
の
観
察
か
ら
現
在
の
水
路
に
先
駆
け

て
東
西
方
向
に
延
び
る
大
型
の
溝
が
中
世
に
掘
ら
れ

て
い
た
可
能
性
が
出
て
き
ま
し
た
。
現
在
の
農
業
用

水
路
は
、
中
世
、
日
前
宮
が
土
地
開
発
に
伴
っ
て
開

削
し
た
宮
井
新
溝
を
前
身
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

て
お
り
、
こ
の
大
型
の
溝
が
宮
井
新
溝
で
あ
る
可
能

性
が
高
い
と
考
え
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
で
は
古
墳
の
痕
跡
は
確
認
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
遺
物

や
遺
構
か
ら
、
調

査
地
は
古
墳
群

の
一
部
と
い
う

よ
り
は
、
隣
接
す

る
相
方
遺
跡
の

影
響
を
強
く
受

け
て
い
る
と
言

え
そ
う
で
す
。

（
濵
﨑　

範
子
）

調査地
相方遺跡

岩橋千塚古墳群
寺内地区
岩橋千塚古墳群
寺内地区

相方遺跡
調査地

丘陵

低湿地帯（中世以降は生産域）

中世以降に開削された溝

（宮井新溝か）

自然地形の落込み
※丘陵の谷地形

（中世までに埋まる）

図１　調査地位置図

図２　調査地周囲の状況（模式図）

写真１　土坑・小穴完掘状況（北から）
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当
課
の
主
要
な
業
務
で
あ
る
、
文
化
財
建
造
物
の
保
存
修
理
工
事
は
、
当
県

で
も
明
治
後
期
以
降
継
続
し
て
実
施
さ
れ
て
来
て
い
ま
す
。
昭
和
62
年
発
足
の

当
セ
ン
タ
ー
、
そ
の
前
身
に
な
る
（
社
）
和
歌
山
県
文
化
財
研
究
会
、
こ
れ
ら

財
団
が
設
立
さ
れ
る
以
前
は
、
技
術
者
（
現
在
の
設
計
監
理
者
）
と
職
人
と
が

全
国
の
修
理
現
場
を
渡
り
歩
い
て
い
た
時
代
で
す
。
そ
の
う
ち
の
一
人
で
あ
る

竹
原
吉
助
氏
は
、
昭
和
戦
前
期
か
ら
当
県
で
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
現
場
だ

け
で
も
廣
八
幡
宮
（
18
～
19
、
29
）、
鞆
淵
八
幡
神
社
（
19
～
22
）、
東
照
宮
、

野
上
八
幡
宮
（
32
～
35
）、
高
野
山
徳
川
家
霊
台
、
道
成
寺
、
高
野
山
不
動
堂
、

等
々
多
く
の
寺
社
で
保
存
修
理
工
事
に
携
わ
ら
れ
て
い
ま
す
（
括
弧
内
数
字
は

昭
和
年
号
）。
鞆
淵
八
幡
神
社
の
修
理
は
、
終
戦
時
に
継
続
さ
れ
て
い
た
全
国

３
現
場
の
一
つ
で
し
た
。
昭
和
33
年
か
ら
は
当
県
の
文
化
財
専
門
審
議
会
委
員

に
就
任
さ
れ
、
同
47
年
度
に
は
文
化
功
労
賞
を
受
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

筆
者
も
こ
れ
ま
で
金
剛
三
昧
院（
45
号
・
51
号
ほ
か
）、長
保
寺（
56
号
・
61
号
）、

熊
野
本
宮
大
社
（
55
号
・
59
号
ほ
か
）、
寶
來
山
神
社
（
72
号
）、
那
智
山
青

岸
渡
寺
（
86
号
）、
須
賀
神
社
（
100
号
）
等
、
本
紙
で
も
紹
介
し
て
き
た
建
物

を
通
し
て
大
先
輩
の
足
跡
や
建
物
へ
の
気
遣
い
等
を
体
感
さ
せ
て
貰
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
の
廣
八
幡
宮
で
の
小
修
理
で
も
「
昭
和
二
十
九
年
修
補
」
の
焼
き
印

に
出
会
い
、
敬
意
を
こ
め
て
臨
ん
だ
次
第
で
す
。　
　
　
　
（
下
津　

健
太
朗
）

　
文
化
財
建
造
物
課
　和
歌
山
の
建
物
と
ゆ
か
り
の
人
物
（
３
）

　
埋
蔵
文
化
財
課　
『
日
本
霊
異
記
』
と
和
歌
山
（
４
）

　
『
日
本
霊
異
記
』
下
巻
第
６
縁
「
禅
師
の
食
は
む
と
す
る
魚
の
化
し
て
法
華

経
と
作
り
て
、
俗
の
誹
を
覆
し
し
縁
」
で
は
、
大
和
国
（
奈
良
県
）
の
吉
野
山

に
病
気
に
な
っ
た
高
僧
が
お
り
、
治
療
の
た
め
栄
養
の
あ
る
も
の
を
食
べ
た
い

と
言
う
の
で
、
弟
子
が
紀
伊
国
の
海
辺
ま
で
出
向
き
、
魚
を
買
っ
て
籠
の
中
に

隠
し
て
持
ち
帰
ろ
う
と
し
ま
す
。
し
か
し
途
中
で
信
徒
に
僧
侶
が
魚
を
買
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
、
無
理
や
り
籠
の
中
身
を
見
ら
れ
る
の
で
す
が
、
魚

は
法
華
経
に
変
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
仏
に
仕
え
る
僧
侶
の
奇
跡
に
、
信
徒
は
己

の
行
い
を
深
く
恥
じ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
お
弟
子
さ
ん
、
大
和
国
か
ら
紀
伊
国
の
海
辺
ま
で
ど
う
や
っ
て

移
動
し
た
の
で
し
ょ
う
か
？　

昔
の
こ
と
で
す
か
ら
徒
歩
や
馬
、
舟
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
時
代
、
都
の
あ
る
大
和
か
ら
紀
伊
国
ま
で
「
南
海
道
」

と
呼
ば
れ
る
道
路
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

中
国
に
倣
い
、
律
令
国
家
の
体
制
を
整
え
よ
う
と
し
て
い
た
奈
良
時
代
、
都

の
あ
る
大
和
に
向
か
っ
て
日
本
各
地
に
道
路
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
紀
伊
国
を
横

断
し
て
い
た
も
の
を
南
海
道
と
言
い
ま
す
が
ど
こ
を
通
っ
て
い
た
の
か
、
現
在

で
も
様
々
な
説
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
文
献
や
遺
跡
の
位
置
な
ど
か
ら
紀

の
川
の
北
岸
を
通
っ
て
い
た
こ
と
は
明

ら
か
で
す
。
そ
し
て
、
平
成
４
年
に
当

セ
ン
タ
ー
が
川
辺
遺
跡
を
発
掘
調
査
し

た
際
、
こ
の
南
海
道
に
伴
う
側
溝
の
可

能
性
が
高
い
溝
を
確
認
し
ま
し
た
（
写

真
１
）。

　

ど
ん
な
時
代
の
も
の
で
も
、
道
路
や

そ
れ
に
関
係
す
る
遺
構
と
断
定
で
き
る

も
の
を
発
掘
調
査
で
確
認
す
る
の
は
な

か
な
か
難
し
い
も
の
で
す
。
で
す
が
見

つ
か
っ
た
道
を
古
代
の
人
々
が
歩
い
て

い
た
ん
だ
と
考
え
る
と
、
な
ん
だ
か
ワ

ク
ワ
ク
し
ま
せ
ん
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　
（
濵
﨑　

範
子
）

寶來山神社の本殿（平成期の修理中）
→昭和46～47年の修理では、正面の妻飾（ツマカ
ザリ）を痕跡に基づいて慶長期再建時（1614年）
の姿（奥）に復原し、江戸時代中頃に改変された部
材（手前）は屋根内に保管されていました。

廣八幡宮の拝殿（縁まわり修理中）
→縁を支える隅扠首（スミサス）という部材には

「昭和二十九年修補」の焼き印が押されていまし
た（写真の丸囲み箇所）。

写真１　川辺遺跡で確認した南海道の溝？
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風車104（2024・春号）

 令和６年３月 31 日

和歌山県立紀伊風土記の丘

和歌山県立博物館

和歌山市立博物館

高野山霊宝館

●春期企画展　黒江・商家のくらしと漆器	 2024 年３月 16 日（土）～６月 16 日（日）

●展示講座①「春期企画展」	 2024 年４月 14 日（日）13：30 ～ 15：30

●企画展　新収蔵品展 2024　　　　　　　　　　　　　2024 年２月 23 日（金・祝）～４月 14 日（日）

●特別展　紀伊東照宮の宝刀　　　　　　　　	 2024 年４月 27 日（土）～６月２日（日）

●世界遺産登録２０周年記念特別展　聖地巡礼－熊野と高野－　
　　第Ⅰ期「那智山・那智瀧の神仏―熊野那智大社と青岸渡寺―」
	 2024 年６月 15 日（土）～７月 21 日（日）

●企画展　花鳥風月－和歌山市立博物館収蔵品展－	 2024 年３月 16 日（土）～５月 12 日（日）

●令和５年度冬期平常展 「密教の美術～祈りの龍姿～」（後期）	
	 2024 年３月５日（火）～４月 14 日（日）

※掲載内容は変更される可能性があります。詳細や講座の受講方法については各施設へお問い合わせください。

催し物案内　和歌山県内の文化財関係イベント情報（2024 年 春～2024 年 夏）

１　表紙
２　特集「白岩丹生神社本殿の保存修理工事」
６　埋蔵文化財課　短信「岩橋千塚古墳群寺内地区の発掘調査」
７　きのくに歴史小話「文化財建造物課　和歌山の建物とゆかりの人物（３）」　
　　　　　　　　　　　「埋蔵文化財課　『日本霊異記』と和歌山（４）」
８　催し物案内


